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香
港
島
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク
沿
い
に
ひ
ょ
ろ
り
と
聳
え
る
ア
パ
ー
ト
で
ブ
ラ
ン
チ

を
摂
っ
て
い
る
と
、
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
軽
や
か
な
音
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
開
け
放
っ
た

五
階
の
窓
か
ら
望
ん
だ
下
方
で
は
、
隣
り
の
ア
パ
ー
ト
の
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
で
ダ
ブ
ル
ス
が
行

わ
れ
て
い
る
。
な
か
な
か
の
腕
前
だ
。
旧
正
月
の
直
前
に
単
身
赴
任
し
、
歓
迎
会
や
新
年
会

で
辟
易
し
て
い
た
四
十
三
歳
の
身
体
が
求
め
る
ま
ま
、
持
ち
前
の
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
、
門

を
叩
い
た
。  

  

「
北
川
琢
磨
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
と
呼
ん
で
下
さ
い
。
最
近
日
本
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
航
空

会
社
の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
支
配
人
室
で
、
広
報
・
渉
外
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ

ス
は
学
生
時
代
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
が…

」 

「
ペ
レ
イ
ラ
で
す
。
丁
度
よ
か
っ
た
。
一
人
が
早
目
に
抜
け
る
と
こ
ろ
で
し
た
」 

「
私
は
チ
ュ
ン
、
香
港
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
で
す
」  

「
私
は
ク
ワ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
す
」  

  

簡
単
な
自
己
紹
介
が
終
わ
り
、
小
一
時
間
、
快
適
な
汗
を
か
く
。
終
了
後
、
最
年
長
と
思

し
き
ペ
レ
イ
ラ
の
ア
パ
ー
ト
に
招
か
れ
、
軽
く
ビ
ー
ル
で
打
ち
上
げ
た
。
海
運
関
係
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
か…

。
郵
船
な
ど
日
本
企
業
の
テ
ニ
ス
仲
間
も
何
人
か
来
る
と
い
う
。  

「
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
二
時
間
や
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
」  

  

仲
間
入
り
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
数
回
の
週
末
テ
ニ
ス
で
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た

頃
、
ペ
レ
イ
ラ
か
ら
ラ
ン
タ
オ
島
に
誘
わ
れ
た
。  

  「
デ
イ
ス
カ
バ
リ
ー
・
ベ
イ
に
シ
ー
ラ
ン
チ
と
い
う
洒
落
た
リ
ゾ
ー
ト
が
完
成
し
て
、
来

週
末
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
念
行
事
で
ミ
ッ
ク

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
あ
る
け
ど
、
一
人
男
性
が
足
り
な
い
と
か…

…

。 
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一
泊
二
日
で
い
か
が
で
す
か
？
」 

 
願
っ
て
も
な
い
ご
招
待
で
あ
る
。 

両
腕
を
拡
げ
て
、
満
面
笑
顔
で
コ
ク
リ
と
頷
い
た
。 

  

デ
イ
ス
カ
バ
リ
ー
・
ベ
イ
に
は
、
高
速
の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
、
香
港
島
か
ら
三
十
分
足 

ら
ず
で
運
ん
で
く
れ
る
。
船
上
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
。  

「
ウ
エ
ン
デ
イ
・
シ
ン 

さ
ん
で
す
。
私
と
同
じ
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
中
国
人
の
ミ
ッ
ク
ス
。

ご
主
人
は
イ
ン
ド
人
で
、A

s
ia

n
 W

a
ll S

tre
e
t J

o
u

rn
a
l(A

S
W

J
) 

の
記
者
を
や
っ
て
い

ま
す
。
彼
は
テ
ニ
ス
を
や
ら
な
い
の
で
、
今
日
は
お
仲
間
と
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ

と
か…

…

」  

「
ウ
エ
ン
デ
イ
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
極
東
Ｐ
Ｒ
代
理
店
で
働
い
て
い
ま
す
」  

 
  

十
六
組
が
参
加
し
て
、
八
ゲ
ー
ム
先
取
の
試
合
が
、
激
し
い
雷
雨
を
挿
ん
で
行
わ
れ
た
。

ゲ
ー
ム
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
息
が
ぴ
っ
た
り
合
い
、
決
勝
で
は
、
二
人
と
も
陶
酔
状
態
に
似

た
集
中
度
で
、
難
敵
と
思
わ
れ
た
ペ
レ
イ
ラ
組
を
制
し
て
優
勝
し
た
。
夜
は
赤
ワ
イ
ン
で
盛

大
に
祝
杯
を
重
ね
る
。  

  ウ
ェ
ン
デ
イ
が
勤
め
る
広
報
代
理
店
は
コ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
ベ
イ
に
あ
り
、
社
長
は
英
国
人
の 

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
出
で
、
キ
ャ
セ
イ
航
空
が
所
属
す
る
ス

ワ
イ
ア
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
独
立
し
て
広
報
代
理
店
を
開
業
し
た
。
中
国
に
も
深
く
人
脈
を
持

っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
て
い
る
と
い
う
。  

Ｊ
社
の
国
際
線
旅
客
収
入
の
四
分
の
一
は
香
港
、
台
湾
、
中
国
路
線
か
ら
上
が
る
。 

北

川
に
は
、
表
の
広
報
業
務
の
ほ
か
に
、
特
命
事
項
が
あ
る
。
路
線
運
営
へ
の
影
響
を
最
小
に

止
め
る
た
め
、
一
九
九
七
年
の
香
港
返
還
問
題
を
巡
る
中
英
交
渉
の
帰
趨
を
い
ち
早
く
読
み
、

本
部
に
届
け
る
情
報
活
動
で
あ
る
。  

当
時
の
広
報
代
理
店
は
情
報
活
動
面
で
は
心
も
と
な
か
っ
た
か
ら
、
ウ
ェ
ン
デ
イ
を
介
し

て
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
面
談
し
、
慎
重
に
調
査
し
た
結
果
、
一
ヶ
月
後
に
は
、
極
東
Ｐ
Ｒ
代
理

店
に
契
約
を
切
り
替
え
た
。  

  初
め
て
の
会
合
で
の
彼
の
挨
拶
が
印
象
的
だ
っ
た
。  
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（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
す
。
名

前
の
通
り
釣
り
が
大
好
き
で
す
。
香
港
で
釣
り
を
楽
し
み
た
い
な
ら
、
私
の
釣
り
船
で
ど
う

ぞ
）」
。  

  

 
 

Ｊ
社
の
担
当
は
勿
論
ウ
ェ
ン
デ
イ
で
あ
る
。
広
報
業
務
は
も
っ
ぱ
ら
秘
書
に
任
せ
、
北

川
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
収
集
分
析
し
た
中
英
交
渉
の
情
報
を
受
け
取
り
、
取
捨
選
択
し
て
本

部
に
レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
毎
週
火
曜
日
の
十
一
時
に
ウ
ェ
ン
デ
イ
が
タ
イ
プ

ア
ウ
ト
し
た
書
類
を
北
川
に
届
け
る
。
秘
書
が
広
報
業
務
を
ウ
ェ
ン
デ
イ
と
打
ち
合
せ
る
間

に
、
書
類
に
目
を
通
す
。
終
わ
る
と
ウ
ェ
ン
デ
イ
を
誘
い
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
推
薦
で
特
別
に

入
会
が
認
め
ら
れ
た
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
（F

C
C

）
で
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ
す
る
。
仕
事
柄
、

東
京
の
本
部
の
ほ
か
、
域
内
各
地
へ
の
出
張
が
ほ
ぼ
隔
週
で
入
っ
た
か
ら
、
正
確
に
は
二
週

間
に
一
度
で
あ
ろ
う
か
。  

 
 
 

極
東
一
と
言
わ
れ
る
由
緒
あ
る 

F
C

C
 

は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク

に
向
か
う
急
坂
の
一
角
に
あ
る
。
瀟
洒
な
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
は
倉
庫
を
改
造
し
た
も
の
と

い
う
。
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ア
ー
賞
に
輝
い
た
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
沢
田
氏
の
写
真
が
壁
に

飾
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
中
、
女
が
幼
児
を
抱
え
て
川
に
逃
れ
、
必
死
に
難
を

逃
れ
ん
と
す
る
情
景
を
鋭
く
切
っ
た
一
枚
だ
。
見
る
た
び
に
北
川
の
愛
国
心
を
く
す
ぐ
る
。 

 
 

一
階
に
は
薄
暗
く
円
形
に
広
い
メ
イ
ン
・
バ
ー
、
二
階
に
メ
イ
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
地
下

は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
が
あ
っ
て
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
坩
堝
と
い
っ
た
妖
し
い
雰
囲
気
が

隅
々
に
漂
う
。
会
費
が
高
い
分
、
食
事
や
バ
ー
は
実
に
お
手
頃
な
代
金
で
、
リ
ッ
チ
に
楽
し

め
る
。
日
本
人
の
特
派
員
も
何
人
か
は
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
あ
ま
り
目
に
付
か
な
い
の
は
、
こ

う
い
う
場
所
で
の
つ
き
合
い
が
苦
手
な
の
か
も
し
れ
な
い
。  

 

ウ
ェ
ン
デ
イ
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ
は
、
赤
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
で
軽
く
乾
杯
し
て
か
ら

始
ま
る
。  

数
ヶ
月
た
ち
、
極
東
Ｐ
Ｒ
代
理
店
と
の
仕
事
は
完
全
に
軌
道
に
乗
っ
た
頃
だ
っ
た
。  

「
今
日
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
台
湾
に
出
張
で
い
な
い
の
。
私
も
午
後
か
ら
休
む
か
ら
、
も
う
一

杯
頂
い
て
も
い
い
か
し
ら
？
」
と
、
ウ
エ
ン
デ
イ 

。 

「
モ
ウ
マ
ン
タ
イ
（
広
東
語
で
「
問
題
な
い
よ
」）
。
僕
も
付
き
合
う
よ
」  
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一
時
間
余
り
の
昼
食
が
終
わ
る
と
、ほ
ん
の
り
赤
く
な
っ
た
ウ
ェ
ン
デ
イ
の
足
元
が
お
ぼ
つ

か
な
い
。 

「
大
丈
夫
？ 
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
僕
の
ア
パ
ー
ト
で
濃
い
グ
リ
ー
ン
テ
イ
で
も
ど
う
？
」  

  

頷
く
彼
女
を
タ
ク
シ
ー
に
押
し
込
み
、
ロ
ビ
ン
ソ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト
に…

。

管
理
人
が
目
を
光
ら
せ
て
い
る
一
階
は
避
け
て
、
駐
車
場
の
地
下
か
ら
薄
暗
く
狭
い
エ
レ 

ベ
ー
タ
ー
で
五
階
に
上
る
途
中
、
ウ
ェ
ン
デ
イ
の
腕
が
北
川
の
腕
に
柔
ら
か
く
絡
ん
だ
。
日

頃
の
緊
張
感
か
ら
ど
っ
と
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
、
北
川
の
身
体
か
ら
力
が
抜
け
る
。
テ
ニ
ス

で
味
わ
っ
た
阿
吽
の
呼
吸
が
戻
っ
た
。  

グ
リ
ー
ン
テ
イ
を
待
た
ず
に
奥
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
も
つ
れ
る
よ
う
に
倒
れ
こ
ん
だ
。
堪

ら
ず
抱
き
し
め
る
。
控
え
目
で
口
が
重
い
ウ
ェ
ン
デ
イ
は
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
も
声
が
心
も
と

な
く
小
さ
い
。
着
て
い
る
も
の
を
静
か
に
と
り
な
が
ら
、
愛
撫
す
る
。
五
分
、
十
分
、
十
五

分
、
驚
く
ほ
ど
肌
理
の
細
か
い
白
い
肌
が
湿
り
気
を
帯
び
で
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
と
、
低
い
ア

ル
ト
の
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
が
か
す
れ
る
よ
う
に
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
し
た
。
北
川
の
ベ
ー
ス
が
オ
ク

タ
ー
ブ
下
で
唸
っ
た
。
下
か
ら
響
く
。「Y

e
s
,  

イ
エ
ー
ス
」
。
ミ
ッ
ク
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
の
ウ
イ

ニ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
が
鮮
や
か
に
決
ま
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。 

以
来
、
ウ
ェ
ン
デ
イ
が
グ
ラ
ス
・
ワ
イ
ン
の
二
杯
目
を
求
め
れ
ば
、
そ
れ
が
合
図
と
な
っ

て
昼
下
が
り
の
密
や
か
な
情
事
が
繰
り
返
さ
れ
た
。  

  

 

一
九
八
一
年
九
月
三
十
日
に
全
国
人
民
代
表
大
会
の
葉
剣
英
委
員
長
が
、
台
湾
と
の
統
一 

に
関
す
る
「
九
項
目
提
案
」
を
発
表
し
た
。
後
に
香
港
に
も
適
用
さ
れ
る
「
一
国
二
制
度
」 

の
原
型
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。  

フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
極
秘
の
レ
ポ
ー
ト
が
上
が
っ
た
。
「
先
が
見
え
て
き
た
感
じ
が
す
る
。

主
権
問
題
で
鄧
小
平
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
溝
は
全
く
埋
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
、
楽
観
は
禁
物
だ

し
、
交
渉
が
い
つ
終
わ
る
か
分
ら
な
い
が
、
中
国
側
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
英
国
側
に
伝
わ

っ
た
と
思
う
」
。 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
鄧
小
平
と
も
電
話
で
や
り
と
り
で
き
る
と
い
う
香
港
在
住
の
中
国
側
要

人
と
も
通
じ
て
い
る
。 

そ
の
要
人
に
北
川
は
何
故
か
気
に
入
ら
れ
た
。
駄
目
を
押
す
つ
も

り
で
、
そ
れ
と
な
く
要
人
を
探
っ
た
と
こ
ろ
、
答
え
は
な
か
っ
た
が
、
肯
定
を
包
み
込
む
よ

う
な
大
ら
か
な
頬
笑
み
が
還
っ
て
き
た
。  



 5 

思
い
切
っ
て
本
部
に
中
間
報
告
し
た
。「
一
件
落
着
の
可
能
性
大
。
一
九
九
七
年
問
題
の

決
着
に
よ
り
大
き
な
混
乱
は
な
く
、
実
質
的
に
路
線
運
営
に
支
障
は
あ
り
得
な
い
と
考
え

ら
れ
る
」。  

  

 

一
年
後
、
一
九
八
二
年
の
九
月
を
迎
え
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
訪
中
、
香
港
に
お
け
る
英
国
行

政
権
の
継
続
を
求
め
た
。
鄧
小
平
は
拒
否
し
た
が
、
外
交
交
渉
開
始
で
原
則
合
意
す
る
と
、

十
二
月
に
は
、
中
国
の
国
会
に
当
る
全
国
人
民
代
表
大
会
で
、
社
会
主
義
を
実
行
す
る
必
要

が
な
い
「
特
別
行
政
区
」
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。 

将
来
の
香
港
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
。 

 
 

年
が
明
け
て
一
九
八
三
年
の
三
月
、
主
権
問
題
を
現
実
的
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
英
国
側

は
、「
妥
当
な
解
決
策
が
見
い
だ
せ
れ
ば
、
香
港
の
主
権
の
委
譲
を
議
会
に
提
案
す
る
」
旨

表
明
し
た
。
主
権
が
中
国
側
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
だ
。
紆
余
曲
折
、
表
裏
で
外
交
交

渉
が
進
む
。  

  

 
 

北
川
の
情
報
集
め
も
忙
し
さ
を
増
し
た
。
頼
み
と
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
レ
ポ
ー
ト
の
頻

度
が
増
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ウ
ェ
ン
デ
イ
と
の
仲
も
深
ま
る
。
蒸
し
暑
い
香
港
に
も
秋
風
が

漂
う
十
一
月
の
半
ば
に
な
っ
て
、
中
国
政
府
の
香
港
マ
カ
オ
担
当
大
臣
で
あ
る
姫
鵬
飛
の
談

話
が
発
表
さ
れ
た
。
「
中
国
は
九
七
年
以
後
五
十
年
間
、
香
港
の
現
状
は
変
え
な
い
」
と
い

う
。 交

渉
が
重
ね
ら
れ
た
半
年
後
の
一
九
八
四
年
四
月
に
は
、
英
国
の
ハ
ウ
外
相
が
「
一
九
九

七
年
以
後
も
英
国
が
香
港
の
行
政
権
を
行
使
す
る
と
い
う
考
え
は
現
実
的
で
な
い
」
と
表
明
、

更
に
八
ヵ
月
の
駆
け
引
き
を
経
て
、
十
二
月
十
九
日
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
・
趙
紫
陽
に
よ
り
中
英

共
同
声
明
が
調
印
さ
れ
た
。
ま
ず
は
一
件
落
着
で
あ
る
。  

  

一
九
八
四
年
の
旧
正
月
が
終
わ
る
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
事
務
所
を
訪
れ
た
。  

「
ウ
ェ
ン
デ
イ
の
後
任
の
キ
ャ
サ
リ
ン
で
す
。
ウ
ェ
ン
デ
イ
は
連
れ
合
い
が 

A
W

S
J

 

の
豪

州
支
局
に
異
動
に
な
り
、
彼
女
に
は
極
東
Ｐ
Ｒ
代
理
店
の
サ
ブ
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
シ

ド
ニ
ー
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
は
昨
日
の
便
で
出
発
し
ま
し
た
よ
」  

  ウ
ェ
ン
デ
イ
か
ら
は
何
の
知
ら
せ
も
な
い
。
あ
っ
と
驚
く
北
川
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
帰
り

際
に
囁
い
た
。  



 6 

「
北
川
さ
ん
、
少
々
釣
り
に
深
入
り
し
す
ぎ
た
み
た
い
で
す
な
。
や
り
す
ぎ
る
と
危
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す…

…

」
と
、
軽
く
ウ
イ
ン
ク
。  

  同
じ
日
の
午
後
、
小
さ
な
封
書
が
届
い
た
。
中
に
は
「
慕
情
」
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が

包
ま
れ
て
い
た
。
添
え
ら
れ
た
外
国
人
記
者
ク
ラ
ブ
の
カ
ー
ド
に
は
、
”T

a
k

, 
till 

w
e
 

m
e
e
t a

g
a

in
 so

m
e
tim

e
, so

m
e
w

h
e
re

, m
a
n

y
 m

a
n

y
 th

a
n

k
s &

 lo
v
e
. W

e
n

d
y
 

“
と

柔
ら
か
い
手
書
き
で
添
え
ら
れ
て
い
た
。
名
前
の
後
に
記
さ
れ
た
小
さ
な
Ｘ
印
が
た
ま
ら

な
く
愛
お
し
か
っ
た
。  

  

 
 

そ
し
て
数
日
後
、
紹
興
酒
の
二
日
酔
い
で
遅
め
に
出
勤
を
す
る
と
、
支
配
人
が
お
呼
び
で

す
、
と
の
秘
書
か
ら
の
伝
言
が
デ
ス
ク
に
載
っ
て
い
た
。  

 

「
支
配
人
、
何
か
御
用
で
し
ょ
う
か
？
」 

「
北
川
君
、
君
の
レ
ポ
ー
ト
が
正
し
い
と
証
明
さ
れ
た
ね
。
も
う
い
い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、
君
の
異
動
の
こ
と
だ
け
ど…

、
こ
こ
で
四
年
に
な
る
よ
ね
。
で
、
北
海
道

支
社
へ
の
異
動
の
話
が
あ
っ
て
ね
。
人
事
本
部
が
い
う
に
は
、
こ
う
い
う
仕
事
の
後
は
暫

く
本
社
を
離
れ
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
だ
。
札
幌
で
は
ナ
ン
バ
ー
ツ
ウ
だ
け
ど
、
二
、
三

年
で
本
社
の
し
か
る
べ
き
ポ
ス
ト
に
戻
す
そ
う
だ
。 

黒
子
に
な
っ
て
の
情
報
活
動
、
大
変
だ
っ
た
ろ
う
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

も
っ
と
も
そ 

れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
噂
は
聴
い
て
い
る
か
ら
潮
時
か
も
ね
（
笑
）…

」
。（
完
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 


